
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

プレガバリンOD錠「フェルゼン」は 

神経の痛みを和らげるお薬です 
 

       □ 25mg       □ 75mg          □ 150mg 

 

 

 

 

 

 

※写真は 実際の大きさと異なります。 

 

● 本剤を服用する前に● 

以下に該当する場合は､必ず医師または薬剤師にお伝えください。 

 

 

 

 

 

 
 
 

 プレガバリン OD 錠「フェルゼン」 

を服用される患者様とご家族の方へ 
 メモ 

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                                

薬局名／病･医院名 

 

 

 

 

・薬によるかゆみ、発疹などのアレルギー症状、あるいは 

血管浮腫などの過敏症を経験したことがある。 

・腎機能がよくない、透析を受けている。 

・心臓、血管に関する病気がある（あった）。 

・妊娠している〔可能性がある〕。 授乳している。 

・他の薬やサプリメントを服用している（薬局、ドラッグ 

ストアで買ったものを含む）。 

その他にも、何か気になること や 不安なことがあれば、 

積極的に医師または薬剤師にご連絡・相談してください。 



● 服用方法と留意点● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 服用開始後の注意点● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●服用中に、次のような副作用が現れることがあります。その他も含め､ 

  気になる症状があれば、ただちに医師・薬剤師に相談して下さい。 

  めまい、眠気、意識消失 

特に、ご高齢の方は転倒して骨折やケガをする危険性があります 

ので、十分に注意してください。 

また、事故の危険性がありますので、自動車の運転や危険を伴う 

機械の操作をしないでください。 

体重の増加、浮腫（むくみ） 

  体重が増えたり、浮腫がみられることがありますので、気になる 

徴候を感じた場合には、医師・薬剤師にご相談ください。 

  眼の異常、障害 

   視力低下、目のかすみ、二重に見える などの異常を感じた場合は 

   医師・薬剤師にご相談ください。 

●アルコールはこの薬に影響しますので、控えめにしてください。 

●服用を急に中止すると 吐き気､ 下痢､ 頭痛､ 不眠､ 不安などが現れる 

 おそれがあります。 

  ※服薬を休止/中止する時は、1週間以上かけて徐々に服用量を 

減らしていきます。必ず医師と相談しながら行ってください。 

 

 

 

 

●（女性の場合）服用中に妊娠された場合には、すぐに医師・薬剤師に 

 ご相談ください。 授乳中の方は、授乳を避けてください。 

 

●この薬（OD錠）は 水なし でも服用できます。 唾液で溶かして 

 一緒にのみ込んでください。水での服用も可能です（もし 苦みを 

 感じる場合には、水で速やかにのむことをお勧めします）。 

●服用を開始した後に、1週間以上かけて徐々に用量を増やします。 

●期待する効果を得るため、痛みがない（または弱い）時があっても 

 一定期間は服用を継続してください。 

●治療に時間がかかることもありますが、痛みが軽減することで服用 

 量を減らせる、あるいは服薬が不要になることもあります。 

服薬計画（イメージ） 

あなたの年齢､症状等が考慮され､ 

服用量や回数が決められます。 

●服用を忘れた時でも、絶対に2回分を一度にのまないでください。 

  （気がついた時に1回分を服用します。ただし、次の服用時刻が 

  近い場合は１回分をとばし、次の分を予定どおりのんでください｡） 

●誤って多くのんでしまった場合は、医師または薬剤師にご相談くだ 

  さい。 

指示どおりに服用することが 非常に重要です。 

（ご自身の判断で服用量を変えたり 中止すると 
症状悪化や副作用発現のおそれがあります） 

 


